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I ・三篇測憂|マよ$両支点间の水平.距膏並贏依差の求め方

I)上,南の和く芒点A, Bの略中次に於てABに童矣 

する様な基線P Qを設選する。この窝Pqめぽ 

A E5 ・の——粒ぐ良I、。•実験の結果カ、 らする匕テ"の廣 

槍度約丄。,分の時云k及ぐ、基線が短うゝく 

なると構戍が落ちる,又P Q匕ABのオ向•は慮交す 

&時猜茂が高く.平行す近くなるにつれ、依ドする。 

义P QがA Bの中夹に边!し、履藉一度が高・しゝから、以上 

の華に留意しぐ、P Q成設量すること。

荷丹Qの地盤高・は(なるべく測量看尋の歩行在ビ、 

で敬動达じない我板尋の上,に尺めぐ)、な•るべく大 

差なし、 方カヾ測更に援利である。

ユ)PQの基線が定まったら、P &の長さをステール 

テーフ。て、N弟アの揩度废ぐ読む。

(/



冽え成A Bが、目測でZ 〇 〇初めったなら•P Qよ右ク勿?.

で反い爭に ’所・にP,位を束め、るから,大稼その位のな

近猜確に詭

るヒみ

卜による測角ン> 、ソ

平角末0)

方 0ちQ 点,に於て怠)ノ［図に於く、P炭!こ於ぐ④,

/。"明終您^-=章5のkあ乂 5

を測る。⑤

た值去算浦測吏回数ず各点Kおマ夫々寸回測定し

乎肉すなば反し、つ

(・ロ)

P

0

く

前

して未・める ,而

し［高依會はP, &の両点ぐ測らなく くもいぶ、 れかー

ノ&ぐ、 も 反いわけぐあるカヾ・ 測曼の課紫 計算の訳リ

L2) ノ >

があるといけなし' カ、ら.之を検昼する為に局点：に於

く測星する。

氷ノ

⑦ ©が、京められる。六:カ、ら

A P

PB

A

仝様

A

3 Q =

A B

求め方(tr) 両克惹制の高柢差七の

A' = A P•カm Q)'A

B' = B Fx Ts ②'B

N -B B'=A t

压様 もt•と求Q点カ、ら め、大差なけに

図K於"水平角.①,② 〇,

ゝ/a&2 十 BQ2 - 2AQ-BQ 次 Q

a>計算式

B = ,A产+ Bpz-2A P- BPcx(6a。°—③

U) 両支点间の水平•距禹A Bの京め方

pQ、At^ru ⑤

PQ
Q =

⑤を聚め

侦、 P気の

慮をとる力ゝ、二つの値・の平均道を匕・る。

(3>



5) 計算匆

AB = イ 厶 ム p・bF 次ヘ③>
=,/ ノノ 6グ〇3.デ+〃うククノ../N一 ユ乂.&フ〇'8.7X八 I「フ/. / g頌 〇9$2つ。ス S )

以)木平距离A 3 の求め方

杓 国 P& = /<？打9&

①/ 35 nダ〇 "
■

〇・？〃ノよ祝バ

@ 42° ノイ‘ 〇

© ノタフ〇号2’以〇 ,

0,5•次/ 2ヾ〇

© /心°奶’ 7。ユ3 &

③ S/' “£■2/N扣っ

@ ノ•フ ° 3® "3さつ7Zタ マユ 3学«/ 7ユ〇

Q) ぐ么2 M '

③ 7°

3 財ー③ ノ M2, &"

ク・"タタロ/ふ2

〃・/ ぷ K 彳3 ノ S

〇、。 〇 ダ2 /タタ ー。9 Sz乙〇ユ太

K p PQ @ /»有L"x 0.62.72.^7   , 初次
"一 5 也),ー 。"9"も2 ーハ,/ル7

C c p&々わ. @ ,&*& X 0.9 孕 7。2ノ& SEBP = • •s ® ～ 〇、/s&g.s —,/ん ”フノ•/

=J 5 3 S さ 3 & 〇 / ん

=N23,9 衣ダ

全撮田Q点カ、らも針算するヒ

<«> ■

Ab =2zWosg

故に計算もしゃ すし、様A Eけ_z2S今sとする。
ゝ

(E'髙・修差の京め 方

②'
髙佑角 t<vn »
_2° 9 $' 〇, 〇 ・ 8 / / 8S

の’ 2° X "・せ 8 フ ノ 8- 7

⑤' 25° 5ぎ d、•8£ ゝ

&
で8义’

ヽ
えつイダぎつズよ

, 林林 ・A N =凸?xts Q)=""う 7/. / x つ、aダa フ / 8フ=5〇.ユラ3 F"1

B m =月尸ス t林S)」
ノ s久

=ノノ 67,3•ア X ク" ダS// $3 = 3次 t EE

故に七=AA'— B8 ノ=ノ労 9^?

全探• 1こして Q 森カ、 らも«を家めるヒ

t = A A'— 13 B"= <ZvS 000 onw.

ごの廣合P点が測总い画I、カ 、ら、飆測誤差义导いと

みく.七=タタ7^9 7 9を 、振わ〇

故!-商支Aの角<9ぼ

f"L& =・ユお、950 = °'VQ&g/匕なリ・表を弓］いて

夕=/ /° /S号〇"匕なる。



亜・吏点切諜の傾斜廚によ｝)•揀みと飼宗長 匕の史率並

安全席数の求め方

Q — //°バ’逐" 水平距,商_2>zS、9 6皿の表の準捕

/)角度の補、朦

腹斜角/パの械ぐ,水平距.离"つい晏ド谷I摘の敬値

1 厂・

水平屈离ユ〇ノ Eの段で.。〇〜つ6。近の冬掬の敏ゆ 

個1或瞻5"つをて"あるカ、ら,I r'(sz — ! 〇° /。/夕’‘の 

/° /ダを傾斜角y〇 °の搁の数疽に加えると次表の如く

は上方吏点成史全孫敏3乞 § ん に.対し天々ノワ‘,

エん*,双。’,6夕,滅ク、 しくしヽるカIら、 前の恢った表!く次

の如くしく補修値あ針算して加減すればよじ"

上方支点 安全凝敏ヨ /夕’X 2.3,730 
ノ 〇” = 心3クS =: 5'

季 2" X ク = 7. 〇 〇 もS 三 7'

S 32’ X 6 — 瓦脆ダ = S,

& 38' X 〇 = 沱& z〇 ’

ド君叉尽 安全様數a /アノ X = *90 〇太 = 3,

夕 豢’X = yo 〇 &幺 ブ

W X ク —
"扣 — 8'

4 <??' K tj . = /0、ノ2〇 $ =

3 V S &

海京京頌斜角 上・方支点 a. £><3 ノb眾 ノS。3 ダ‘ 2孕0’ /ぐ8'
/ノ ° ノ § ‘

ヽ
〇、0义 /ぐW ノ«°タノ’ 以p $' ”。/。 •

水平距禹 ”、。 & /プ以 /・夕’ /8° 2' ノノ。ノ ぎ
22史9 £ 0

ド方支点 久。3 7° 4 ' ぐ切’ &。39,

久。々 や。S义’ S。" S。・, 6。ぎ,

〇、£> & タ。¢3, 孕Qq' k ノ9, 3。ヅ,

C.7)
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1 実 測 ・-救 „ 盧、」 表より引いえ
暁みと飼索妥匕の氐率 艾点横謀肖ー 妄全尖W枚

荷童 水平距落
斷支点 修正

沮よリ求め 中•天点,の お机 丁5 曉みヒ銅索 vte 公ス冠Hr
の振れ 本平晅离 戻宗長と 4Mみ3 〇し %

(X) 乂,刀、V) 
阪カTb

跡微航 
ヨク・ケっや

上オ支点・ 下方艾京
長匕の比,率
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S )表の錢用法

八や表Iは芝田・に於ける実瞼洌万•ある。

げ、丁灸かと王棠"比淬を节%・爲とし、宕・会係、敬宕4 17 

取"［計画する,、、很し水辛宓宙・人2すかケ。/;。ノ厂‘.- 

在車Mヂ］G甲I"我当す3荷塗を炭め?•。&m C 
ナ'匕”6間に約//八日差’ヾな3  

’、七、•2 ° 如-3^2^ = Wx 0,25 =・ユスすり=30% を 家/ 
>符生亦に加算すると.々/グ菜3。=丄4名％ ヽ 
表'川)ハ就て# 3 w , ""

害や号け上方/检?〇’ 下方ぐ有’

» 袖"乔は "/ g ’夕/' „ l.ク’

ミ"畴、 未"の方は 整3’に迂く.祈暧つ液リで・な、、 

畜万ヾ・わかる,この手V ’芙験»随からみて、‘うらつ・・げ多 

ゝ 、卖7/’豪7二6張リは、、くらか”切レ二7 .荷重表が" 

云 、 会y 忏に迎、' &= /ク°刀种を’棕すと、挽み色・3の 

令全係& 3分所に迫、、荷窪を見宏 3から、由)、佑表.の値. 

ー上方ノぐス〇’、不方 7。K乙較べ・てみ・る, 

善ソの方［求〇、。3かう。•火 の方へ ノ夕S'tハ。スク’ 
赠あrして、、 3から

222£-疽&' 1〇

)FTz^7F77 乙グ
即ち3, !应、く思浦ガし专

号全ほ數の方项 §からケ 

格加して、、 3かう・

ド°3〇’ーに。20’ /〇 ～

)5°3么'一|5々ザ 心 ン 

の万へ /タ弟ら/M眾’

卽ち3,7位エ鬼•はれる.

,普而、飛リを疫えないで、、作荣を逬・ある時浦、妄全 

保敦を4 I：す｝計画なら»3-オ希｛〇 = ・卷K片が詩眼荷董 

でみリ、万一"長刀を保?にず3每’こ板始〒索をゆ子 

カる事が、,V、季て、あるj
s是等パ武舉で、"尊•な零は、な3ヾく許容荷重に施、.、 

何等を吊る專で、中間の荷賣を命ろに定全係數/の角71 
か、芟性が・彼い爲、刊断)こ闭る。この車は浪丨の％験 

玄み5 Xうなづ、ける2. Xである.

く""



表ユ 精成クXへ 圣N萨m 密ラングN 裸.夕7断・荷重.3 &タ尤 ！.童 N5 /

痍 み 匕 鋼 恭 哀 匕 の 氏

初〃
钢密戻

<米)

膈 (
■

5/, 3 冷 ts •
安・ 全 曇 < 安 会 係 薮

殳国,卜改
安 全 < 故

«园系长

(凄)
■

よ
く旅) (未)

•冰) 3 4 S 4 <3 y 、S e 芽 * S • &

〇 / 2“义 <5> S よぐ久 ■so幺 -2 〇 ク•う く /フう£ /ユ" 次タ バ2 2つク、&2 2.22 S / 3 3 八々V ァ" ユ"g
•

5 / 2レ 占〇 〇 ュ〇/• ノダ っを / V 8 7么3 ユ"幺2 _22"イ ノマ、〇 ノ q? ラ次 ュ〇ノ、パ

/ク /なユq 才子8- Z 9 々タ3 -2 "8,它％ ノフ〃3 ノン7 、や が2 ュ心フ2 _2 / 牙 タ /さフ・ /-2 Z-2 1 7 〇 2 0 乂、。 く
2タク

/ s ハ。9 8 .く Q 8 «#G つ々奶 ノ皆« qo ノ "2 7ノヲ 2 0 774 _2 /S2 /"3 /ノタ3 が3 丄。8、。2

ュD // N Z3 々2 _2 z 〇 バよ3 ノ ノ冴S ザハ y»ぐ 2バ、aん 2 /2夂 / $* /ノフ3 夕3ぐ ュ ノ6、7 &

ュ5 /つオ 身ノ & £ひ2 #$8 -2.-2/ a 2 / & " /, く。 む8 有<? A 貝 ノユん 2号& パ-パ 1 so 9 . メ 2 2 <夕£

〇 /ノユ8 アジ g < を<? 3び〇,皿 /乙2ひ //-2. S' 83 3 罚4 S 0 "・ハ N /ノ 2 ノ皆う / ノ2» 88-2 0い・血

5 ノノノ 8 7.8 S2占 •S &/ q 〇 ノ、7/ /• C 〃 S / / ノ女 X / g $ 3 ハ、/ 6 ュ。ぎ & ,■7 7 ノノ// 方ア 3 〇 ユ & /

/ " /ノ〃 2 ,7“ $ ノ S mオ/ 3心/& /«が ノノQケ 8〇 & や2 3パ寸3 ユバ8 / U&8 ノ。时 8 〇 &、〇?
a 〇 " .

/ s ノつ 8ん 72 2 S"ぐ ms夕 3 ノノ、/ ' パ3 ノノフ9 がs b a / /、よ /
1

ュつユケ /N方 3 e 〇 6 ノd 〇ミ

/
N a ノ〇幺7 ク〇占 3么" S / 9 " /f<J6 ハSフ K 9 &7 £ 3 d〇、/9 パ日 /如2 /以ぐ 8 〇 7 S ユ〇、イ /
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in, 〇 切線角にょる源力測星法

I)三甬測墮にょり 丽吏煮の水平距髙並髙イ氐差左京め、

両支,京の接線田を 測るど 次の式ド」リ、両式京の派・

力が束あられる。

•2>

Tb = (W+Q)] (ん一七)--£ )

Ta上方支点の源力 %

Tb ド方义藏の謳カ 修

W今主索の更董 擀

Q 主宗の中・欠田ウ、ゝつな荷直 塲

t 斎低差 诳 

\

J？ 主童の長さ 久 

ヽ ・
&[ 上方支点Aの挨、線角

4 『オ支点Bの横諜角

実験結果

衣田I[於ける異験底威し、 t読•明tる〇

又« = よとしぐも式中京長,义は計舞が緊’避 あり

得ん と、、 変らなし、 結果匕なるのぐ 斜距禹人しに等しい 匕し

從つ匚主索の重菱言序"ヒなる 徒って上の式は次の

く/3>



如くなる。

Tb =(必步+

十 z よNK =(从& 十 Q )必!(乂, - oi 2 )

Q ) ] (んー3 _ -Q j

屆しZは主亲ノ米当"リ亶愛

(9反両天点の傾斜角

Qは搬奇並附属品匕

咬聚の亶愛のWヒ

抹の三つを加算 しは も 〇),

而しぐ昊険の都合ぐド万艾麻の旅ガ左測尧 し7•ニの

Fオ板力に就し、 <:計算する〇

夷羨の因3

主京の童登 N,■3/易编 2Z"次く/十ズ十«)x4

水平瓯离
F 22S、が。

高旭差 々«,9^ ?

傾斜角<9 /Z。パ’加’

ひり

黯果は液(3)の虽!) .„

表 <5)

(./$)

Q
狭/

上・オ支点、

义2 .

ド方艾信

迥«求めた厄 

@ .

実測應

⑧

是

ノ ./ <5•&ク /£° E’ 6。加’ 7 〇 F ヾ 〇 ノ ラ 台 〇 〇 3 〇

N ノ ノ 2 S /ぐブ 6e ノ〇’ ヲq<p才 ノ"/ —る"2

<? / / 2ク ノぐ /7‘ 8° /Sノ タノ。、3 タア —メSフ

/ぐ七 ぐ/" A3アぜ ーアズ/

〇' ぎユク パW g°眾’ <?/-?./ 分/っひ —7 79

4 つユ0 バy .r> '«<zク フS 寸夕 —z / 3/

7 / £ /ク パ妣’ M ©■/' / / <S- £> S' / / 3 -2 < / 8 3

8 / & ノ 〇 バん之’ ぐ〇’ ノ 2 ” f £ / 8 3 2。 ーs・

? / S Qク ノぐ〇’ 甘//' ノ/ヲズ " / 2 3 フ 。 一 勺〇 Z

/ク / 3フク /Sn / / / 2 d ク ノ 2 イひ” 一念ク“

/ f / 2 J・ク ノ S 3 / 6°节’ ノ J9ユダ ノ /ア"" ーE//

ノ ユ 3/0 /3° — ぐ/* < & ef
<

4 & _？ 〇

ノ耘 H ノク
〇 ✓

ノ 3 2段 s。SP, &プ «?<? 6 ・ぐ 一 №-2

ノ a / ・ノ〇 a ✓ノん 〇 ヾ4' / N ?N / /-a & "。 8«?/
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以上,の、結某力、らみぐ•誤差,n ー剧威内］こヒまる爭が

わかり 昊衆に計算ぐ、 求 められz■<<<左技用し tぐ

安全保牧には大した変化 は未さなし、から・應用 てもし

反い。•
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